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街の写真館
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東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
目
を
迎
え
る
３
月

11
日
、
宮
城
県
岩
沼
市
の
追
悼
式
に
参
列
し
、

翌
日
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
被
災

地
を
視
察
し
た
。

　

岩
沼
市
へ
は
、
被
災
直
後
に
市
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
義
捐
金
を
お
届
け
し
、
平
成
24
年
４
月

か
ら
は
本
市
の
下
水
道
課
技
術
職
員
１
人
を
今

日
ま
で
続
け
て
派
遣
し
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
市
民
の
被
災
地
支
援
活
動
や
子
ど

も
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
受
け
入
れ
、
両
市
議
会

の
交
流
も
行
わ
れ
、
平
成
25
年
11
月
に
締
結
し

た「
防
災
交
流
都
市
協
定
」に
続
き
、
こ
の
秋
に

は「
友
好
都
市
協
定
」の
締
結

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

岩
沼
市
民
会
館
で
行
わ
れ

た
追
悼
式
に
は
、
遺
族
の
皆

さ
ん
ら
千
人
余
り
が
参
列
し
、
私
も
髙
木
市
議

会
議
長
と
と
も
に
袋
井
市
民
を
代
表
し
て
指
名

献
花
を
行
っ
た
。
献
花
の
際
に
行
わ
れ
た
中
学

3
年
生
の
千
葉
桃
華
さ
ん
に
よ
る
被
災
者
代
表

の
言
葉
で
は
、
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
力
強
く

生
き
る
日
々
が
語
ら
れ
、
大
変
感
動
し
た
。

　

岩
沼
市
は
宮
城
県
の
中
で
震
災
復
興
が
最
も

進
ん
で
お
り
、
津
波
対
策
と
し
て
海
岸
沿
い
に

「
千
年
希
望
の
丘
」
が
作
ら
れ
、
津
波
被
害
の

あ
っ
た
玉
浦
地
区
の
集
団
移
転
も
完
了
し
、
５

月
に
は
す
べ
て
の
仮
設
住
宅
を
取
り
除
く
こ
と

が
で
き
る
と
伺
っ
た
。

　

翌
日
は
、
常
盤
自
動
車
道
を
南
へ
向
か
い
、

原
発
事
故
の
被
災
地
へ
入
っ
た
。

　

南
相
馬
市
、
浪
江
町
と
進
む
に
つ
れ
道
路
脇

の
放
射
線
量
計
の
数
字
が
上
昇
し
、
３
・
２
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
間（
袋
井
市
役
所
付

近
は
０
・
05
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
）と
な
り
、

道
の
両
側
に
積
ま
れ
た
除
染
土
を
入
れ
た
黒
い

袋
も
次
第
に
数
を
増
し
て
い
っ
た
。

　

浪
江
町
に
入
る
と
、
各
所
に「
帰
還
困
難
区

域
」の
表
示
や
身
体
表
面
の
放
射
線
量
な
ど
を

検
査
す
る「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」が
あ

り
、
道
路
を
封
鎖
す
る
警
備
員
の
姿
も
見
ら
れ

た
。

　

除
染
に
よ
り
表
面
の
土
が

取
り
除
か
れ
見
た
目
が
き
れ

い
に
な
っ
た
田
畑
と
違
い
、

避
難
時
の
ま
ま
の
姿
を
留
め
た
家
屋
敷
で
は
草

木
が
生
い
茂
っ
て
お
り
、
改
め
て
原
発
事
故
の

も
た
ら
す
影
響
の
深
刻
さ
を
感
じ
た
。

　
『
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
』は
、

戦
前
の
物
理
学
者
・
寺
田
寅
彦
の
有
名
な
言
葉

だ
が
、
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
で
あ
る
と
思
う
。

　

私
た
ち
は
、
昭
和
19
年
の
東
南
海
地
震
、
平

成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
そ
し
て
５
年

前
の
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
地
震
対
策

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
市
民
の
皆
様
に

も
日
ご
ろ
か
ら
備
え
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
う
。
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❶9月に誕生した妹を優し
く見守るお姉ちゃんと
お兄ちゃん。これから
3人で仲良く元気に成長
してね。

　（右から）
　安田帆

ほ の か

花ちゃん
乙
お と は

葉ちゃん
怜
れ お

央くん

❶❶

　（
　安田

❶ かわいい妹♡ ❷ 初めてのお正月♪

❷良い事ありますように！ 
　安間一

か ず き

稀くん

東
日
本
大
震
災

５
周
年

　
１
６
１
６
年
に
東
海
道
袋
井
宿
が

開
設
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う

ど
四
百
年
。
10
月
29
日
・
30
日
に
開

催
さ
れ
る
記
念
祭
で
は
、「
時
を
越

え
て 

夢
を
つ
な
ぐ
」を
テ
ー
マ
に
、

袋
井
宿
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
の
袋
井

市
の
歴
史
的
な
出
来
事
を
再
現
す
る

「
時
代
絵
巻
パ
レ
ー
ド
」が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、「
時
代
絵
巻

パ
レ
ー
ド
」で
再
現
す
る
袋
井
市
の

史
実
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
市
の
指
定
史
跡
・
久
野

城
を
築
城
し
た
久
野
氏
に
つ
い
て
…

　
久
野
城
は
、
袋
井
宿
が
開
か
れ
る

百
年
以
上
前
に
、
久
野
宗む

ね
た
か隆
に
よ
り

築
か
れ
ま
し
た
。
宗
隆
は
、
可
睡
齋

の
始
ま
り
に
も
貢
献
し
、
現
在
も
可

睡
齋
で
開
基
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
お

り
、
深
見
の
長
泉
寺
に
も
伝
承
が

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
城
主
は

元も
と
む
ね宗

、
宗む

ね
よ
し能

へ
と
引
き
継
が
れ
、
戦

国
の
荒
波
を
越
え
て
い
き
ま
す
。

　
宗
能
は
、
徳
川
家
康
の
家
臣
と
し

て
、
武
田
信
玄
の
城
攻
め
に
も
負
け

ず
、
高
天
神
城
攻
め
や
掛
川
城
に
立

て
こ
も
っ
た
今
川
氏う

じ
ざ
ね真
と
の
戦
い
で

活
躍
。
１
５
９
０
年
に
、
家
康
の

関
東
移
封
に
伴
い
、
下
総
国
佐
倉
藩

（
千
葉
県
）へ
移
り
ま
し
た
。

第
１
回　

久
野
城
と
久
野
氏
①

久野城址


